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どうぞお気軽に御参加下さい．学生の参加も大歓迎です．�

Richardson博士はこれまで鉄代謝制御に関する多くの先駆的な仕事をされ
てきました。今回はグルタチオンやNOがマクロファージからの鉄の放出に
関与するという現象を中心にお話してくれる予定になっています。 
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